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7 月 14－18 日週の NZ ドル円レビュー 

■もみ合い継続 

High：81.62円 Low：80.16円 
Close：81.40円（前週比＋0.46円） 
 
 今週の NZ ドルはもみ合いが継続。週前半のイベント

に対する反応が限定的だった一方で、後半に米金融機

関決算が市場予想を上回ったことから信用不安が後退

しても、今後の金融緩和方針が確実視されている NZ

ドル円の上昇は小幅なものに止まった。結局、直近高

値（9日）の 81.68 円超えも失敗に終わっている。 

 
■7/14（月）81.12円（前日比＋0.18円） 
小幅高。材料に乏しい中、81円近辺を中心とするもみ
合い気味な動きとなった。 
■7/15（火）80.89円（前日比▲0.23円） 
反落。金融不安の拡大からドル円が大幅下落となると、

これに連れて 80.63円まで下落。その後は反発に転ず
るも上値が重く、引けにかけては再び 81 円割れ水準
まで押し戻された。 
■7/16（水）81.13円（前日比＋0.24円） 
行ってこい。東京時間は全般にクロス円が売り優勢と

なり、80.16 円まで下落。しかし、ウェルズ・ファー
ゴの決算を受けてダウ平均が上昇するとクロス円も連

れ高に。東京時間の下落幅を完全に取り戻して引けた。 
■7/17（木）81.10円（前日比▲0.03円） 
もみ合い。JPモルガンの決算が市場予想を上回ったこ
とから、ドル買いが優勢に。NZ ドルも対ドルで大幅
に売り込まれたことから、NZ ドル円は上値を伸ばせ
ず。81円付近での方向感に乏しい動きとなった。 
■7/18（金）81.40円（前日比＋0.30円） 
小幅高。シティの決算が予想を上回ったことから信用

不安が後退。一時 81.62円まで上昇する局面も見られ
たが、直近高値（9日）の 81.68円を前に上値も重く、
81.40円付近まで小幅に押し戻されて引けた。 
 
 
 
月日 High Low 

7/14（月） 81.29円 80.76円 

7/15（火） 81.44円 80.63円 
7/16（水） 81.15円 80.16円 
7/17（木） 81.34円 80.77円 
7/18（金） 81.62円 80.92円 

 

 
July 22, 2008 

■NZ ドル円の推移 
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■テクニカル短期・中期ポイント 

83.06（200日移動平均線） 
83.04（5月 6日高値） 
82.76（5月 30日高値） 
82.44（6月 19日高値） 
81.68（7月 9日高値） 
＝＝先週末の NYクローズ 81.40円＝＝ 
81.09（日足一目均衡表・基準線） 
80.99（90日移動平均線） 
80.89（日足一目均衡表・転換線） 
80.16（7月 16日安値） 
79.74（7月 1日安値） 
78.53（5月 9日安値） 

■NZ の重要指標結果 

■7/14（月） 〔結果〕 （前回） 
5月小売売上高指数 〔▲1.2％〕 （＋1.2％） 
5月小売売上高指数（除自動車） 〔＋0.7％〕 （▲
0.3％） 
■7/15（火） 〔結果〕 （前回） 
第 2四半期消費者物価指数（前年比） 〔＋4.0％〕 （＋
3.4％） 

■アウトルック ダイジェスト版 

■レンジ：78.50－82.00円 
 今週は 24 日に金融政策決定理事会が予定されてい

る。コンセンサスは 8.25％の据え置きだが、現時点で

も 2割ほどは利下げ（25bp）を見込んでおり、サプラ

イズが起きる可能性も否定できない。NZ 準備銀行の利

下げが行われた場合には、5 月上旬に示現した 78.50

円近辺までの下落を目指す展開も考慮しておきたい。 


